主体性を伸ばす授業 by 香月 欣浩 et al.
原著
主体性を伸ばす授業
香 月 欣 浩 *
Education Aiming at Developing Independence of Mind



















































































































































































































































































































������ ���� ���� ������� ����
��� ��� �� �� ��
�� ���
��� ��
������ ���� ���� ������� ����
��� ��� �� �� ��


































��� ��� ��� �� ��
���
�� ��









��� ��� �� �� ��
40
82％「言葉遣いや態度に気をつけた」
学生の言葉遣いは入学当初に比べるとずいぶん良
くなったとはいうものの、友達同士の会話ではか
なり注意することがある。そのことからも当日の
ことを大変心配していた。言葉は人である。言葉
にその人の人格が出ると言っても過言ではない。
いくらいい企画をして、いいものを作って、いい
イベントをしても来場者の評価は、やはり人間対
人間の関わりである。その中の重要な要素が言葉
遣いであり声色、表情（笑顔）、立ち居振る舞いで
ある。
イベントを通してその重要性を感じてくれたこと
は本当に意味があったと考える。
82％「こどもや大人たちと関わることで自己の存
在感や充実感を味わえた」
自分もやればできる、人を喜ばせることができる
と感じることは、自信につながる。次に何かを挑
戦してみようとする勇気を得ることでもある。こ
ういう機会が多いほど人は成長できるし、やる気
も増えていく。もっともっと人と関わっていって
欲しいものだ。
82％「材料や道具の知識が増えた」
実際にイベントに必要なものを制作して行く中で
材料の特性を知り、道具の使い方を学んでいく。
必要なものを必要に応じて取捨選択していく力。
授業のように用意された課題でなく自分の作りた
い制作の中でその力が試されることは理想的だ。
楽しいのに学んでいる訳だから最高である。
16．さいごに
やはり人は教え込まれるよりもまず「自ら学ぶ姿
勢が大切」だと考えます。
やらされるより自分からやりたいと思ってする方
が楽しいし、能率も上がり、自分の中に残るもの
も多いと思います。
そして何より自信がつきます。この自信は次の挑
戦へ向かう時の勇気となります。
この経験を短大生活の中で多く積み重ねることで、
積極的に授業を受けて欲しいと思います。
自分の人生を積極的に築き上げていく人間になっ
て欲しい。
そして今回、自分が体験した主体的な活動を今度
・このイベントをしてよかったと思う？･･･よかっ
た･大変良かった　98．7％
・またやってみたいですか･･･はい　96．1％
・自ら行なう企画･運営の授業はどうでしたか？･･･
よかった･大変よかった　94.8%
アンケートで、この企画イベントを行なってよか
ったと 90パーセント以上の学生が答えている。
このことからも分かるように学生達は企画･準備･
運営する上では色々と問題にぶつかり苦戦してい
る場面もいくつもあったようだが、それぞれが何
らかの満足感を味わえていたようだ。
大変だったにもかかわらず、「またやってみたい」
に 96.1％もの学生が答えたことからは、もっと学
びたい、もっと経験したいという意欲がうかがえ
る。これが本当の勉強である。
13 の質問事項の中でも大変よかった･よかったと
感じた学生が多かった項目を見ていくことにする。
1番多かったのは 89.7％で「子どもの様々な面を
見ることができた」であった。
学生達はこのイベントで実習とは違った子どもの
一面が見えたに違いない。子どもは正直であるか
らおもしろくない時は正直に遠慮なく言ってくる
し、嬉しい時は表情に思い切り出る。それを感じ
取りながら自分達の用意したゲームやプレゼント
のデザインやサイズ、数、待ち時間などを、その時々
で反省したことだろう。それだけではなく、上手
な言葉かけひとつで、子ども達がヤル気になるこ
とも感じたに違いない。また子ども達と触れ合え
る経験が多いほど多種多様な対応が幅広く行なえ
ることを体感し学んでいたはずである。
83％「人と関わることの楽しさや大切さを味わえた」
ここでいう人と関わるとは、学生同士のこと、来
場した子どもや大人のどちらもである。
授業で自分の考えを発表して聞いてもらったこと、
話し合ったこと、準備したこと、助け合ったこと
などを通して個々が何らかのことを学んでいたは
ずだ。また来場者からもらう笑顔やありがとうの
お礼の言葉は学生達に「人っていいな」「自分を認
められた」と感じさせたことだろう。人と関わる
ことでエネルギーをもらうことを認識したに違い
ない。
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は子ども達にさせてあげられような、そんな保育
者になってほしい。
そう考えます。
注）文中に記載したアンケート質問項目は岡崎女
子短期大学で作成されたものを、許可を得てその
まま使用させていただきました。
－ 2009.�1.�30�受稿�、2009.�1.�31�受理－
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